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於 薬害を学び再発を防止するための教育に関する検討会
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資料Ａ



医薬品の使い方に関する指導方法

検討委員会（日本学校保健会）

平成17年7月発足

委員長：勝野眞吾（当時兵庫教育大学副学長）

平成18年度

小学生用資料「くすりってなあに？」

中学生用資料「薬の正しい使い方」

平成20年度

小中学生指導者用解説「医薬品の正しい使い方」

平成21年度

高校生用資料「医薬品と健康」

高校生指導者用解説「医薬品の正しい使い方」
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委員名簿

○勝野眞吾 岐阜薬科大学長
加藤哲太 東京薬科大学薬学部教授
鬼頭英明 兵庫教育大学大学院教授
香田由美 福岡県立門司学園中学校養護教諭

佐藤広子 横浜市立大池小学校養護教諭
白石哲太郎 群馬県立安中総合学園高等学校教諭
杉下順一郎 日本学校薬剤師会会長
高橋菜穂子 岩手県薬剤師会会営くすりの情報センター課長補佐
塚本 武 千葉県富里市立浩養小学校教諭

土田修義 愛知県額田郡幸田町立南部中学校教諭
寺町ひとみ 岐阜薬科大学実践薬学大講座准教授
永田智惠子 静岡市教育委員会学校教育課指導主事
橋本卓爾 大阪府教育委員会教育振興室保健体育課主任指導主事
藤井光正 大阪府教育委員会教育振興室保健体育課主任指導主事
望月眞弓 慶應義塾大学薬学部教授

小中学校、教育委員会保健体育課、薬剤師会、学校薬剤師会、薬系大学、教育系大学
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小学生用 中学生用 高校生用 指導者用
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